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憲
法
リ
ー
フ
の
活
用
を
‼

悪
質
ク
レ
ー
ム
へ
の
対
応

関
西
医
科
大
学
看
護
学
部
精
神
看
護
学
領
域
教
授　

三
木
明
子
氏

絶
対
に
許
さ
な
い
方
針
示
す

第３回

応
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
す
。

予
防
策

　

受
付
な
ど
の
目
に
つ
く
と

こ
ろ
に
啓
発
ポ
ス
タ
ー
※
２

を
掲
示
し
、
悪
質
ク
レ
ー
ム

を
絶
対
に
許
さ
な
い
組
織
の

方
針
を
示
す
。
過
去
に
多
く

発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
患
者
に
事
前

に
情
報
開
示
す
る
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
に
患
者
暴
力
等
に

発
展
し
た
事
例
に
対
応
す
る

た
め
に
、
院
内
の
文
書
、
マ

　

労
働
施
策
総
合
推
進
法
の

改
正
に
よ
り
、
職
場
に
お
け

る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
の
た
め
に
、
雇
用
管
理
上

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

が
事
業
主
の
義
務
と
な
っ

た
。
顧
客
等
か
ら
の
暴
行
、

脅
迫
、
ひ
ど
い
暴
言
、
不
当

な
要
求
等
の
著
し
い
迷
惑
行

　

口
腔
粘
膜
は
粘
膜
上
皮
と

粘
膜
固
有
層
か
ら
な
り
、
粘

膜
上
皮
と
粘
膜
下
組
織
の
構

成
の
違
い
に
よ
っ
て
被
覆
粘

膜
、
咀
嚼
粘
膜
、
特
殊
粘
膜

に
分
類
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も

口
腔
の
表
面
を
被
覆
し
、
生

体
の
バ
リ
ア
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

口
腔
粘
膜
に
は
、
粘
膜
上

皮
と
粘
膜
固
有
層
に
様
々
な

病
理
組
織
学
的
変
化
が
生
じ

る
こ
と
や
咀
嚼
な
ど
の
機
械

的
刺
激
を
う
け
る
こ
と
に
よ

り
、
種
々
の
病
変
が
出
現
す

る
。
適
切
な
診
断
、
治
療
を

行
う
た
め
に
は
病
態
を
把
握

し
、
分
類
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
が
、
形
態
や
色
調
の

変
化
と
い
っ
た
臨
床
症
状
が

多
岐
に
わ
た
る
の
み
な
ら

ず
、
原
因
や
発
症
部
位
も
様

々
で
あ
る
た
め
、
診
断
に
苦

慮
す
る
こ
と
も
多
い
。
し
か

し
、
口
腔
粘
膜
病
変
が
皮
膚

疾
患
や
全
身
疾
患
の
病
変
よ

り
も
早
期
に
出
現
す
る
こ
と

も
稀
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の

病
変
を
適
切
に
診
断
す
る
こ

と
は
、
原
疾
患
の
早
期
発
見

に
寄
与
し
、
口
腔
管
理
か
ら

全
身
管
理
へ
と
繋
げ
て
い
く

う
え
で
非
常
に
重
要
な
こ
と

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

診
断
の
た
め
の
分
類
方
法

と
し
て
は
、
口
腔
粘
膜
疾
患

は
直
視
で
き
る
こ
と
、
触
診

で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
臨
床

症
状
で
分
類
す
る
こ
と
が
実

践
的
で
有
用
で
あ
る
と
さ
れ

て
お
り
、
今
回
は
口
腔
粘
膜

疾
患
を
臨
床
症
状
別
に
分
類

し
、
当
科
で
の
症
例
も
供
覧

し
な
が
ら
、
診
断
す
る
際
の

ポ
イ
ン
ト
を
お
話
す
る
。

　

ま
た
、
周
術
期
等
口
腔
機

　憲法９条改定ではなく医療・社
会保障充実を訴えるリーフ「戦争
しない未来のために」を本紙に同
封しています。医院で活用される
方は協会事務局まで。

能
管
理
に
取
り
組
む
中
で
悩

む
こ
と
の
多
い
化
学
療
法
に

よ
る
口
腔
内
の
変
化
や
口
腔

粘
膜
炎
と
そ
の
対
処
法
に
つ

い
て
も
触
れ
る
予
定
で
あ

る
。

※ 

日
時
等
の
詳
細
は
下
記

「
行
事
案
内
」
参
照

為
（
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
）
に
関
し
て
、
事
業
主

は
、
相
談
に
応
じ
、
適
切
に

対
応
す
る
た
め
の
体
制
の
整

備
や
被
害
者
へ
の
配
慮
の
た

め
の
取
組
（
例
：
１
人
で
対

応
さ
せ
な
い
等
）
を
行
う
こ

と
が
示
さ
れ
た
※
１
。
ま

た
、
被
害
を
防
止
す
る
た
め

の
取
組
と
し

て
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
や
研

修
等
の
実
施
等

が
あ
る
。

　

筆
者
は
こ
れ

ま
で
カ
ス
タ
マ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
悪
質
ク
レ

ー
ム
と
表
現
し

て
き
た
た
め
、

こ
こ
で
は
悪
質

ク
レ
ー
ム
の
対

ニ
ュ
ア
ル
、
規
程
等
に
つ
い

て
、
弁
護
士
の
リ
ー
ガ
ル
チ

ェ
ッ
ク
を
受
け
て
お
く
と
よ

い
。発

生
時
対
応
と

事
後
対
応

　

悪
質
ク
レ
ー
ム
に
は
１
人

で
対
応
せ
ず
、
複
数
人
で
対

応
す
る
。
基
本
対
応
は
、
毅

然
と
対
応
す
る
、
会
話
は
最

小
限
に
す
る
こ
と
で
揚
げ
足

を
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
す

る
。
即
答
せ
ず
（
事
実
を
確

認
し
て
か
ら
回
答
す
る
等
と

伝
え
る
）
、

約
束
を
し
な

い
、
事
実
確
認
が
で
き
な
い

段
階
で
謝
罪
し
な
い
こ
と
で

あ
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
、
Ｉ
Ｃ

レ
コ
ー
ダ
ー
を
活
用
し
、
証

拠
を
残
す
。

　

筆
者
は
、
警
察
Ｏ
Ｂ
と
共

同
監
修
で
10
種
類
の
暴
力
防

止
啓
発
ポ
ス
タ
ー
※
２
を
作

成
し
た
。
職
員
で
話
し
合

い
、
掲
示
す
る
ポ
ス
タ
ー
を

病
医
院
で
決
め
て
い
た
だ
く

と
よ
い
。
そ
の
際
、
ア
レ
ン

ジ
を
加
え
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
の
が

お
ス
ス
メ
で
あ
る
。
責
任
者

の
①
院
長
名
で
も
よ
い
が
、

実
際
に
愛
知
県
で
作
成
し
た

図
の
ポ
ス
タ
ー
の
よ
う
に

「
愛
知
県
歯
科
医
師
会
・
愛

知
県
警
察
」
と
、
②
団
体
名

と
③
県
警
名
の
組
み
合
わ
せ

の
ほ
う
が
、
地
域
や
業
界
を

挙
げ
て
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
な
り
、
抑
止
力
が
あ
る
の

で
、
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協

会
に
お
い
て
も
ご
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

※ 

１

　

 

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
企
業
マ
ニ
ュ
ア
ル

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
ポ
ス

タ
ー

※ 

２

　

 

暴
力
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー

予防策予防策
トラブル対応トラブル対応

の

と

患者暴力患者暴力等等

（一社）愛知県歯科医師会・愛知県警察

オリジナルの
ポスター作成

①院長名
②団体名
③県警名
①～③を組み
合わせて明示

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

無料相談

法
律　

11
月
７
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

11
月
16
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

11
月
17
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※ 
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

口腔粘膜疾患診断のポイント
小川芙美（市立池田病院歯科口腔外科副部長）

11月度生涯研修講座抄録

日
時　

10
月
29
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
研
修
室

講
師　

楠
尊
行
氏

　
　
　

（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
講
座
講
師
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料

定
員　

30
人

口
腔
機
能
低
下
症
の
概
要
と
保
険
算
定
方
法
（
仮
）

三
島
地
区
講
習
会

日
時　

10
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

　
　
　

 

（
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
・
総
会
を

午
前
10
時
〜
開
催
し
ま
す
）

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

相
田
潤
氏
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
医
歯
学
総

合
研
究
科
健
康
推
進
歯
学
分
野
教
授
）

会
費　

無
料

定
員　

80
人
＋
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

世
界
が
認
め
た
歯
の
大
切
さ
〜
日
本
人
の
歯
と
口
の

現
実
〜

【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
】
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
・
市
民
講
座

日
時　

10
月
20
日
（
木
）
午
後
８
時
〜
10
時

会
場　

東
洋
ビ
ル
４
階
会
議
室

　
　
　

（
堺
市
堺
区
北
花
田
口
町
３
―
１
―
15
）

講
師　

中
島
康
氏
（
高
石
市
開
業
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

40
人

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲
炎
の
リ
カ
バ
リ
ー

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
講
習
会

日
時　

10
月
22
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

 

和
田
純
子
氏
（
医
療
法
人
公
道
会
お
と
し
よ
り
す
こ

や
か
セ
ン
タ
ー
東
部
館
施
設
長
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料

定
員　

30
人
＋
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

申
込　

 

お
申
し
込
み
は
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
お
願
い
し
ま
す

看
取
り
を
含
め
た
最
終
段
階
の
治
療
を
ど
う
選
択
す

る
か
〜
い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
の
考
察
〜

【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
】
女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会
講
習
会


